　　　　　　平行四辺形の証明

【１】平行四辺形ABCDの対角線AC上に、

　　点PとQ、BD上に点RとSを、

　　AP＝CQ、BR＝DSとなるようにとる。
　　このとき、四角形PRQSは平行四辺形で

　　あることを証明しなさい。


【２】平行四辺形ABCDの辺AD、BCの

　　中点をそれぞれM、Nとする。

　　このとき、四角形ANCMは平行四辺形

　　であることを証明しなさい。


【３】２つの四角形ABCD、BEFCがともに
　　平行四辺形のとき、四角形AEFDも
　　平行四辺形になることを証明しなさい。
【４】平行四辺形ABCDで、A、Cから対角線
　　BDへ、それぞれ、垂線AE、CFをひく。
　　このとき、四角形AECFは平行四辺形で
　　あることを証明しなさい。
解説

平行四辺形になるための条件
①２組の向かい合う辺がそれぞれ平行。（定義）
②２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい。
③２組の向かい合う角がそれぞれ等しい。
④２つの対角線がそれぞれの中点で交わる。
⑤１組の向かい合う辺が平行で等しい。
※「向かい合う辺」を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいへん),対辺)」ともいう。
※「向かい合う角」を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいかく),対角)」ともいう。

◇三角形の合同証明と違い、前書き（「△～と△～について」など）は必要ない。
◇三角形の合同証明と違い、対応する順番はどちらでもよい。

　(AB＝CDでもAB＝DCでもOK)
◇三角形の合同は３つの条件が必要だったが、平行四辺形は２つでよい。
解答例

【１】

　平行四辺形ABCDの対角線の交点をOとする。
　平行四辺形の対角線はそれぞれの中点で交わるので、
　OA＝OC
…①

　OB＝OD
…②
　①とAP＝CQから、OP＝OQ
…③
　②とBR＝DSから、OR＝OS
…④

　③、④から、対角線がそれぞれの中点で交わるので、
　四角形PRQSは平行四辺形である。
【２】

　平行四辺形ABCDで、平行四辺形の向かい合う辺は等しいので、AD＝BC

　AD、BCの中点がM、Nなので、AM＝NC
…①

　平行四辺形ABCDで、向かい合う辺は平行なので、AM//NC
…②

　①、②より、１組の向かい合う辺が等しくて平行なので、

　四角形ANCMは平行四辺形である。

【３】

　ABCDは平行四辺形なので、

　AD//BC
…①

　AD＝BC
…②
　BEFCは平行四辺形なので、

　BC//EF
…③

　BC＝EF
…④

　①、③より、AD//EF
…⑤

　②、④より、AD＝EF
…⑥

　⑤、⑥より、１組の向かい合う辺が等しくて平行なので、

　四角形AEFDは平行四辺形である。

【４】

　△ABEと△CDFについて、

　ABCDは平行四辺形なので、AB＝CD
…①
　AB//CDで錯角が等しいので、∠ABE＝∠CDF
…②

　仮定より∠AEB＝∠CFD＝90°
…③

　①、②、③より、直角三角形で斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しいので、

　△ABE≡△CDF

　合同な三角形では対応する辺が等しいので、

　AE＝CF
…④

　また、∠AEF＝∠CFE＝90°で錯角が等しいから、

　AE//CF
…⑤

　④、⑤より、１組の向かい合う辺が等しくて平行なので、

　四角形AECFは平行四辺形である。
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